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▶
副
市
長
　
石
井
正
氏

　

４
月
１
日
か
ら
石い

し
い井

正た
だ
し

氏
が
筑

西
市
副
市
長
へ
就
任
す
る
こ
と
が
、

平
成
28
年
第
１
回
筑
西
市
議
会
定
例

会
で
同
意
さ
れ
ま
し
た
。

　

石
井
氏
は
、
昭
和
43
年
10
月
旧
下

館
市
に
採
用
、
平
成
17
年
３
月
筑
西

市
総
務
部
長
、
平
成
19
年
４
月
筑
西

市
市
長
公
室
長
を
歴
任
し
、
平
成
21

年
３
月
に
退
職
さ
れ
る
ま
で
市
の
発

展
に
大
き
く
寄
与
さ
れ
ま
し
た
。

　

ま
た
、
水
戸
家
庭
裁
判
所
家
事
調

停
委
員
と
し
て
も
、
地
域
の
紛
争
解

決
に
貢
献
さ
れ
ま
し
た
。

　
「
４
月
１
日
付
け
で
副
市
長
職
を

拝
命
い
た
し
ま
し
た
石
井
正
で
ご
ざ

い
ま
す
。
本
市
の
副
市
長
と
し
て
市

長
を
支
え
、
新
中
核
病
院
の
整
備
や

人
口
減
少
対
策
な
ど
、
様
々
な
課
題

の
解
決
・
実
現
に
向
け
、
全
力
で
あ

た
っ
て
参
り
ま
す
の
で
、
み
な
さ
ま

の
ご
指
導
、
ご
鞭べ

ん
た
つ撻
の
ほ
ど
よ
ろ
し

く
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
」。

　

ス
ピ
カ
ビ
ル
（
ス
ピ
カ
・
ア
セ
ッ

ト
・
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
（
株
））
で
は
、

市
役
所
本
庁
舎
移
転
に
先
駆
け
、
下

館
駅
前
の
活
性
化
を
図
る
た
め
「
ス

ピ
カ
ビ
ル
『
に
ぎ
わ
い
づ
く
り
』
プ

ロ
ジ
ェ
ク
ト
」を
展
開
し
て
い
ま
す
。

　

第
１
弾
と
し
て
、
２
月
22
日
か
ら

５
階
フ
ロ
ア
全
域
で
Ｗ
ｉ

－

Ｆ
ｉ
方

式
に
よ
る
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
接
続
環

境
を
整
え
ま
し
た
。

　

併
せ
て
、
東
南
の
角
に
ソ
フ
ァ
ー
、

フ
ロ
ア
中
央
の
南
側
ガ
ラ
ス
窓
側
に

ハ
イ
カ
ウ
ン
タ
ー
、
西
南
の
角
に
机

と
椅
子
を
設
置
し
、「
く
つ
ろ
ぎ
」

ス
ペ
ー
ス
を
提
供
し
て
い
ま
す
。

　

筑
波
山
は
も
ち
ろ
ん
、
蒸
気
機
関

車
の
発
着
や
、
遠
く
は
ス
カ
イ
ツ

リ
ー
や
富
士
山
が
望
め
る
箇
所
も
あ

り
ま
す
の
で
、
ぜ
ひ
み
な
さ
ん
で
利

用
し
、
お
楽
し
み
く
だ
さ
い
。

４
月
１
日
付
け
で
、
副
市
長
に

石
井
正
氏
が
就
任

ス
ピ
カ
ビ
ル
「
に
ぎ
わ
い
づ
く

り
」
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
始
動
！▲中央フロアのハイカウンターでは、

筑波山を望みながらインターネットや
読書などをしてくつろげます。

▶
牛
舎
の
見
学

▲浅草法人会女性部と（有）ファームオアシスのみなさん

い
ち
ご
狩
り
な
ど
で

台
東
区
と
交
流

　

市
で
は
、
都
市
と
農
村
の
交
流
事
業
と
し

て
、
台
東
区
と
の
交
流
を
深
め
て
い
ま
す
。

　

３
月
５
日
に
は
、
筑
西
市
へ
は
初
め
て
の

訪
問
と
な
る
「
浅
草
法
人
会
女
性
部
」
の
み

な
さ
ん
を
お
招
き
し
ま
し
た
。

　

こ
の
日
は
、（
有
）フ
ァ
ー
ム
オ
ア
シ
ス

（
篠し

の
ざ
き崎

毅た
け
し

代
表
取
締
役
・
深
見
）の
ご
協
力
で
、

牛
舎
見
学
と
い
ち
ご
狩
り
を
体
験
。
み
な
さ
ん

は
、
間
近
で
見
る
牛
の
大
き
さ
に
驚
き
な
が

ら
も
、
牛
を
飼
育
す
る
上
で
の
苦
労
な
ど
に

つ
い
て
熱
心
に
質
問
。
ま
た
、
摘
み
た
て
の

い
ち
ご
に
「
新
鮮
だ
か
ら
と
て
も
甘
く
て
お
い
し
い
」
と
笑
顔
い
っ
ぱ

い
で
し
た
。
体
験
後
に
は
、
朝
に
採
れ
た
牛
乳
と
い
ち
ご
を
使
用
し
た

洋
菓
子
を
食
べ
て
い
た
だ
き
、
そ
の
後
も
市
内
の
施
設
見
学
を
行
う
な

ど
、筑
西
市
な
ら
で
は
の
体
験
を
し
て
い
た
だ
き
交
流
を
深
め
ま
し
た
。

◀
▼
い
ち
ご
狩
り

◀
ケ
ー
キ
の
試
食

行 政 ニ ュ ー ス



　

地
域
の
安
全
を
守
る
市
消
防
団

（
野の

ざ
わ澤

信の
ぶ
あ
き明

団
長
）
の
第
９
分
団

（
内う

ち
た田
勝か

つ
ゆ
き之
分
団
長
）、
第
15
分
団

（
菊き

く
ち池

尚な
お
い
ち一

分
団
長
）、
第
31
分
団

（
古ふ

る
は
し橋
正ま

さ
と人
分
団
長
）、
第
38
分
団

（
箱は

こ
じ
ま島
裕ゆ

た
か

分
団
長
）
の
消
防
ポ
ン
プ

車
が
更
新
さ
れ
、
２
月
21
日
、
筑
西

消
防
署
で
引
渡
式
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

市
は
、
火
災
な
ど
の
有
事
に
お
け

る
迅
速
な
出
動
態
勢
を
整
え
る
た

め
、
消
防
団
の
環
境
整
備
を
年
次
計

画
で
進
め
て
い
ま
す
。
新
し
い
車
両

は
、
３
０
０
リ
ッ
ト
ル
の
貯
水
槽
と

動
力
噴
霧
器
を
備
え
、
水
の
確
保
が

難
し
い
場
所
で
の
初
期
消
火
活
動
な

ど
に
効
果
が
期
待
で
き
ま
す
。

　 

平
成
27
年
度
県
民
健
康
づ
く
り
表

彰
式
が
県
庁
講
堂
で
行
わ
れ
、
健
康

づ
く
り
に
功
績
が
あ
っ
た
と
し
て
、

鳥
生
厚
夫
さ
ん
と
初
澤
弘
子
さ
ん
が

知
事
賞
を
、
筑
西
市
ウ
ォ
ー
キ
ン
グ

ク
ラ
ブ
連
合
会
が
保
健
福
祉
部
長
賞

を
受
賞
し
ま
し
た
。

▶
鳥
生
さ
ん
は
、
多
年
に
わ
た
り
県

内
各
地
で
ウ
ォ
ー
キ
ン
グ
教
室
を
積

極
的
に
開
催
し
、
ウ
ォ
ー
キ
ン
グ
を

通
じ
た
県
民
の
健
康
づ
く
り
推
進
に

貢
献
す
る
と
と
も
に
、
県
ウ
ォ
ー
キ

ン
グ
協
会
・
市
ウ
ォ
ー
キ
ン
グ
ク
ラ

ブ
連
合
会
の
役
員
を
歴
任
し
、
会
の

運
営
と
発
展
に
尽
力
さ
れ
ま
し
た
。

▶
初
澤
さ
ん
は
、
多
年
に
わ
た
り
市

食
生
活
改
善
推
進
員
と
し
て
健
康
料

理
教
室
の
開
催
や
食
育
推
進
運
動
を
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積
極
的
に
行
い
、
市
民
の
健
康
づ
く

り
の
推
進
に
取
り
組
む
と
と
も
に
、

県
及
び
市
の
食
生
活
改
善
推
進
員
協

議
会
役
員
を
歴
任
し
、
会
の
運
営
と

発
展
に
尽
力
さ
れ
ま
し
た
。

鳥
とりゅう

生 厚
あつ お

夫さん
（藤ケ谷）

健
康
づ
く
り
推
進
事
業
功
労
者
表
彰

叙
　
勲

　昭和 23 年に下館小学校に赴
任。絹川小や城南小、結城小な
どの校長を歴任し、下館中学校
校長として昭和 63 年に退職さ
れるまで教育振興に尽力されま
した。退職後は、民生委員児童
委員、社会福祉協議会理事とし
て活躍され、県市長会自治功労
者として表彰を受けています。
「名誉ある章をいただき光栄で
す。心から感謝しております」。

　昭和 24 年に下館中学校に赴
任。関城中、上野小、桃山中、
七重小などに在職され、昭和
63 年に関城町立東小学校校長
として退職された後も、関城
幼稚園長、関城町教育長を務
め、教育の振興と生涯学習の
発展に寄与されました。「栄誉
ある章を拝受しうれしく思い
ます。これもひとえにみなさま
のおかげと感謝しております」。

✿瑞宝双光章

元公立学校校長

齊
さいとう

藤　昭
あきら

さん

（88歳・辻）

✿瑞宝双光章

元公立学校校長

木
きしろ

城　敏
としお

雄さん

（88歳・本城町）

市
消
防
団
の
消
防
ポ
ン
プ
車
を
更
新

初
はつざわ

澤 弘
ひろ こ

子さん
（笹塚）

　

市
民
団
体
主
催
の
親
子
で
参
加
で

き
る
イ
ベ
ン
ト
用
に
、
授
乳
・
お
む

つ
替
え
用
テ
ン
ト「
赤
ち
ゃ
ん
の
駅
」

を
貸
し
出
し
ま
す
（
無
料
）。

○
利
用
可
能
日
＝
４
月
18
日
（
月
）
〜

○
貸
出
対
象
の
イ
ベ
ン
ト
＝
市
民
団

体
な
ど
が
主
催
す
る
イ
ベ
ン
ト
で
、

親
子
で
参
加
で
き
る
も
の

○
申
込
・
利
用
方
法
＝
①
利
用
日
の

５
日
前
ま
で
に
市
社
会
福
祉
協
議
会

に
申
請
書
を
提
出
（
申
請
書
は
社
会

福
祉
協
議
会
に
あ
り
ま
す
）
②
赤

ち
ゃ
ん
の
駅
は
、「
子
育
て
支
援
セ
ン

タ
ー
に
こ
に
こ
」
で
受
け
取
っ
て
く

だ
さ
い
。

「
移
動
式
赤
ち
ゃ
ん
の
駅
」
を

ご
活
用
く
だ
さ
い

問

　
　

市
社
会
福
祉
協
議
会（
市
総
合

福
祉
セ
ン
タ
ー
内
） 

☎
22-

５
１
９
１

申

行 政 ニ ュ ー ス



12

下館駅周辺がひな祭り
一色に華やぐ

　２月６日から３月 13日まで、ア
ルテリオを中心とする下館駅周辺
で、「筑西雛祭りひなめぐり」（笑店
街プロジェクト主催）が開催され
ました。アルテリオでは、２月 27
日に 21 段の巨大ひな壇が飾られ、
28日にはＪＡＺＺコンサートが開
催されるなど、訪れた人を楽しませ
ました。

大きくなって戻ってき
てね　  ～鮭の稚魚放流

　２月14日、勤行緑地で、しもだて
紫水ロータリークラブ（滝

たきた
田宗

もとひろ
浩会

長）主催の「鮭の稚魚放流会」が行
われました。イベントには親子連れ
など約 200 人が参加し、鮭の稚魚
約２万匹を勤行川に放流しました。
　また、２月 18日には同じ会場で、
勤行川の花と緑とホタルと鮭を守る
会（早

はやせ
瀬勤

つとむ
会長）の協力によって、

河間小学校（袖
そでやま
山恵

けい こ
子校長）の１・

２年生の児童が稚魚を放流し、鮭の
稚魚に「元気でね」「また戻ってきて
ね」と声をかけ笑顔で見送りました。

初公開写真などで波山を偲
しの

ぶ～第13回波山の夕べ
　陶芸家・板谷波山（文化勲章受章
者・市名誉市民）の誕生日にあたる
３月３日、アルテリオで、下館・時
の会（一

いちき
木努
つとむ
会長）主催による「第

13回波山の夕べ」が「波山写真館」
をテーマに開かれました。

　今回のゲストは、ストームチェイサー
（雷などの気象現象を撮影する写真家）
の青
あおき
木豊
ゆたか
さん（玉戸）。青木さんの祖父・

恒
つねいち
一さんが撮影した波山の未公開写真
や波山作の大花瓶が披露されると、場
内から大きな歓声があがりました。

特別公開された彩磁蕗華文大花瓶

田端の工房での波山（青木恒一さん撮影）

春の香りを届ける梅の花
に囲まれて

　約 500 本もの白梅・紅梅の花が
満開を迎えたザ・ヒロサワ・シティ
内の広沢梅園で、３月 12 日と 19
日、梅まつりが開催されました。
　会場には市内外からたくさんの家
族連れが訪れ、無料で振る舞われた
焼き肉や焼きそばなどを味わいなが
らステージ発表を観覧し、春の訪れ
を楽しみました。

わたしの、ぼくの表札
上手にできたよ

　２月17日、県主催の森林体験学習
が明野幼稚園で開催され、年長児39
人が参加しました。森林の大切さを
知ってもらおうと毎年県内の小中学
校を対象に行っているもので、今回
初めて幼稚園で実施されました。
　杉の間伐材に、園児たちがのりで
絵や名前などを書いてバーナーで焼
き付けし、表札や卒園記念で園庭に
飾る特大パネルを作成。また、樫や
椿などの葉を使ってしおりを作った
りと、園児たちは木や葉に触れて、
森林の大切さを学びました。

特大パネルも完成

まちのわだいまちのわだい
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結成15周年を迎え記念
公演～明野ミュージカル

　劇団明野ミュージカル（保
ほさか
坂正

ただひさ
久

団長）が、２月20日・21日に結成
15周年記念公演として、ミュージ
カル『Ｈｏｗ　Ｔｏ　Ｓｕｃｃｅｅ
ｄ～努力しないで出世する方法～』
を上演しました。会場の明野公民館
大ホール「イル・ブリランテ」の客
席を埋め尽くした観客は、キャスト
の熱演に見入りました。
　同劇団は、平成12年に旧明野町
住民参加事業ミュージカルとして旗
揚げ、その後自主運営劇団として独
立し、結成15周年を迎えました。

全国青少年夏の舞踊祭で
ジュニア賞を受賞

　「全国青少年夏の舞踊祭 2015」
（（一社）現代舞踊協会主催）が昨年
８月、なかのＺＥＲＯホール（中野
区）で行われ、作品『月のうさぎに
会いたくて』を演じた羽田モダンバ
レエ研究所のみなさんがジュニア賞
を受賞。３月８日、舞踊祭に出演した
子どもたちの代表が市役所を訪れ、
須藤市長に受賞を報告しました。

動いて、食べて、健康づくり！～筑西健康パーク
◀
介
護
予
防
に
効
果
的
な

セ
ラ
バ
ン
ド
体
操

▶
超
音
波
骨
量
測
定
（
骨

密
度
の
測
定
）

　３月９日、下館総合体育館で「第
５回筑西健康パーク」が同実行委員
会（水

みずがき
柿啓

ひろ こ
子会長）主催で行われま

した。
　参加した 219 人は、健康づくり
に日頃から取り組むことができる体

操や食生活を学んだり、骨密度など
体の状態を測定したりして、健康へ
の意識を高めました。また、会場内
に市内小学４年生の健康づくり標語
が展示され、参加者により入賞作品
の投票が行われました。

一筆一筆思いを込めた
「鶴」の文字

　２月 14日、しもだて美術館で開
催された「片岡鶴太郎展　還

かんれきくれない
暦紅」

の関連イベントとして、アルテリオ
１階集会室で「片岡鶴太郎サイン会」
が開催されました。
　来場者 1人ひとりに丁寧に対応
する片岡さんに、多くのファンのみ
なさんは感銘を受け、笑顔があふれ
ていました。

まちづくりファンドを利用
して、オペレッタ上演へ

　市民団体などが自主的に行うまち
づくり活動に市が助成する「住民参
加型まちづくりファンド」を利用し
て、７月 10日、明野公民館大ホー
ル「イル・ブリランテ」で「市民の
歌声で文化を繋ぐコンサート」（同
実行委員会主催） が開催されます。
　コンサートでは、市民など約60人
による合唱団「うたのわ」が、ウイー
ンのフォルクス歌劇場専属歌手クリ
スティーネ・カイザーさんとオペレッ
タ（喜歌劇）「こうもり」を披露する
予定で、現在練習を続けています。


